
再来年って１１少女物語の年なんですね。年末にする話が
来年ではなく再来年ってセンスはどうなんだろなーと思いつつ、ま、
そーゆーことです。当サークルは来年２月１１日にシスプリ十周年記念
イベントSincerely SisterSに参加します。先日その申し込みをしたと
きに思ったのですよ。「シスプリがもう十年かぁ、センチとかセラフィ
ムってどうなんだろ」って。そこでまぁ、調べた結果が下の絵。セン
チはどこを起点にするのか考えるのが面倒だったので、両方揃えてア
ニメ放映時から十周年ね。＋三年ぐらいで初出になるんじゃないかし
ら。そりゃあたしも年取るわけだよね。衣装制作もうまくなるはずだ
よ。小説は、まぁ、元に戻った？　絵は、ぇっと、あの、その、描きた
くて書いているんじゃないんだからっ！ ってのも当時はかなり下火
でした。下火にしたのがセンチであり、シスプリだったんですよね。

反省会いってみましょか、これが年末ペーパーの本題でご
ざいます。百合で新刊六本なんつー大きな目標がありましたけど、い
きなり全然ダメだ。結構書いたつもりだったのですが、小説４漫画１。
関連では新人賞に投げてみるってのもありましたが、言うまでもなし。
六単位もダメなら、陸特、プログラミング復帰もダメダメ。ぅぁ、ひ
どい一年だったのね。なのになぜ、すっごく忙しかったんだろ。衣装
二着ってのは達成していて、これが結構重たいのかもなぁ。一着に三
ヶ月ぐらい、つまり半年分の休日が
すっ飛んでる。かといってやめよう
とも思えないんだが。着るのをやめ
る日が来ても、作るのをやめること
はないと思う。結論、今年は５０点。
来年、新人賞応募と単位取得は絶対
やろう。やってなかったら年末、ス
カートの裾を咥えて「お願い、お兄
ちゃぁんっ♥」ってやります。

最近はデザインのお勉
強中です。ぁ、これが結構時間食っ
てるのかもね。それはさておき、駆
け出しだからこそ感じたことなど。
デザインの世界は、アマとプロ間に
深い溝がありますね。特に「プロ意
識」が高くって「俺たちは素人なん
かと違う」とゆーのが鼻につきます。
もちろんそんな方ばかりではない
と思いますが、ウェブとか見てて総
じてしまうと、そーゆー感じ。いったいなぜ、そんな思考に陥るのか
不思議でなりません。私はコンピュータ方面出身なので、プロとアマ
って目的が違うだけでしょ？ 程度にしか思っていないんですが。プロ
アマ兼業って人も多いでしょう。そんな私に言わせれば「お前の使っ
てるそのソフトには、アマの書いたコードが混じってるかもよ？ 何か
問題ある？」ってことなんだけどねぇ。謎です。そんな世界の結果か、
アマのデザイナって少なくて、同人誌のデザインって悲惨なのが多い

のかなと思います（これも十分悲惨だけどさ、わざと
だから、多分）。とゆわけでここで高らかに中長期目標
追加。まずは小説同人誌の本文組みをどうにかする。
できれば来年、「Microsoft Wordで作る読みやすい小
説同人誌」とか出したい。Word持ってないけど（笑）
あとは同人でも「デザインは外注」ってありだと思う
んで（やってるとこあります）、それを受けるとか。体
力的にも難しいけどねぇ。

戻ってセンチとセラフィムの話ってわけで
もないんですが、最近は電波な子って不人気なんでし
ょうか。今期はあかね色が好きで観ていたんですが、
えみりゅんとかたんぽぽちゃんみたいなぶっちぎり
の子はいませんよね。CHAOS; HEADにはこずぴぃが

いたけど。特別な日に「プレゼントはあたし」ってや
るのは引くってのが主流を占める現代、このままでは
私の居場所がなくなってしまいますよ。んー、やっぱ、
ないものは作るしかない。てことで、書いて応募しろ
とうまいこと目標に繋がりました。ではみなさま、よ
いお年を。来年末も元気にお会いしましょう。ぇーっ
と、私は妹キャラのコスプレすりゃいいんだよね？
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新 刊 と ペ ー パ ーは 選 択 的 な ん だ よ
今年はまだ、明日が残っているのですねぇ
２００８ｰ１２ｰ３０　コミックマーケット７５ ３日目

 10 Anniversary in this year.
Emiru Nagakura

 10 Anniversary in next year.
Tampopo Teramoto

えみりゅん w/黄泉制服 ＋ たんぽぽちゃん w/神楽制服
 ちなみに１０年経っても最新鋭の関口台スタジオは来年１３周年。
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でも今日が仕事納めだりゅん
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